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学校関係者評価

実 施 日　令和８年２月３日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

1

○生徒の学習意欲の
向上及び基礎学力の
定着

①国や県の指定事業を有効活用し
た授業の充実

②スタディサポートの実施（１年
次：年間２回，２年次１回）

③主体的に学習に取り組む姿勢の
育成に向けた学習支援アプリ等の
有効活用

④各種検定試験機会の提供

Ａ

【成果等】
・授業及びiPad等ＩＣＴの活用に関するアンケート
内容が、向上した。
・ＤＸハイスクール事業における体育に関する研究
について、口頭発表するとともに、朝日新聞と埼玉
新聞に取り上げられた。
・道徳教育研究推進モデル校における公開授業及び
研究協議を行い、他県からも複数校が視察として来
校した。
・英検を受検する講座を開設した。
【課題】
・基礎学力の定着
・資格取得に向けた意識の向上
【改善策等】
・生徒の興味関心を高める更なる授業づくり
・スタディサポートを活用した個別指導の継続
・常時使用可能な自習場所の設置

【意見・要望】
・ＩＣＴを有効活用しながら、生徒が主体
的に授業に取り組めるよう、様々な工夫を
していることはよいと思う。
・確かな学力の定着に向けて、資格取得や
生徒の興味関心をさらに高め、引き続き、
文武両道を実践して欲しい。

【評価】
・国や県の事業を積極的に活用し、生徒１
人１人のニーズに応じた丁寧な学習指導を
実践している。

2

○生徒の高い志の育
成及び第一志望を実
現できる進路指導の
充実

①３年間を見通した組織的な進路
指導の実践

②進路研修会への積極的な参加及
び適切な情報の提供

③ＰＴＡ主催による進路研修会を
通した保護者との連携

Ａ

【成果等】
・進路に関するアンケート内容が、向上した。
・保護者対象の研修会参加者が増加した。
・公務員（警察・消防・自衛隊）合格件数が２６件
と飛躍的に増加した。
【課題】
・生徒の可能性を引き出した進路指導の更なる充実
【改善策等】
・系統的な進路指導の更なる工夫
・保護者との連携・協力体制の強化

【意見・要望】
・生徒や保護者の要望に応えられるよう組
織だった進路指導を行っていると思う。
・様々な職種や学問の奥深さに触れさせ、
進路意識を更に高めて欲しい。

【評価】
・日々の丁寧な指導やフォローの積み重ね
により、社会から求められる生徒の育成に
つながっている。

3

○生徒自身が考え主
体的に取り組む生徒
指導

○「やり抜く力」を
育む学校行事や部活
動

①ＳＣ、関係委員会等と連携した
指導の実践

②適切な判断力を育む講演会の実
施

③各学期における生徒会生徒によ
る目標等の提示

①主体性を尊重した企画・立案及
び充実した活動

②ネガティブシンキングからポジ
ティブシンキング等を含めた部活
動の活性化

Ｂ

【成果等】
・校長のリーダーシップの下、柔軟に対応した。
・生徒会からの目標提示や、チャレンジ精神の推進
により、主体性が向上した。
・部活動の満足度が向上した。
【課題】
・適切な生徒指導に向けた更なる工夫・改善
・交通マナーの向上、自転車ヘルメット着用者の増
加
・美化意識の向上
【改善策等】
・生徒主体による発信、行動する機会の確保
・充実した学校行事、部活動の継続実施
・社会的マナーやモラル、自転車ヘルメット着用指
導の継続実施
・日頃の清掃活動の継続指導

【意見・要望】
・校長が積極的に生徒と係わり、学校がよ
り明るい雰囲気となり、生徒の主体性が育
まれていると思う。
・交通事故等の防止に向けて、交通マナー
の向上や、自転車ヘルメットの着用を推進
して欲しい。

【評価】
・生徒会による発信力を高め、生徒自身が
当事者意識を持ち、責任感の涵養につな
がっているとともに、学校行事や部活動に
精力的に取り組んでおり、すばらしい学校
である。

4

○ＰＴＡ、地元地域
との連携事業、施設
開放等による開かれ
た学校づくりの推進

①インスタグラム、ホームページ
等による情報発信

②ボランティア活動及び地域交流
の推進

③学校説明会、部活動体験等の充
実

④ＰＴＡ活動及び学校運営協議会
（コミュニティスクール）の充実

Ａ

【成果等】
・ＨＰアクセス数が飛躍的に向上した。
・インスタグラムを開設した。
・学校説明会等への参加人数が増加した。
・地域との様々なふれあい事業への参加が増加し
た。
【課題】
・情報発信の更なる工夫
・志願者数の増加
【改善策等】
・新分掌「広報部」設置によるＰＴＡ活動及び広報
の充実
・チーム大宮東としての教職員間の更なる連携強化
・地域交流の継続実施

【意見・要望】
・ＨＰを適宜、更新したり、新たにインス
タグラムを導入したりしており、情報発信
に努めていると思う。
・地域と様々な交流事業を行っており、今
後も地域との連携・協力等、広げていって
欲しい。

【評価】
・開かれた学校づくりに向けて、家庭（生
徒や保護者）・地域・学校の三位一体が図
られている。

令和７年度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト　 （ 県立大宮東高等学校 ）

目指す学校像 安全・安心な環境の下、文武両道を旨とし、正義感溢れる心身ともに健康な生徒を育てる学校
※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評価懇話会
を開催し、学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とす
る。

達
成
度

ほぼ達成(８割以上)

重　点　目　標

概ね達成(６割以上) 　出席者
　
　　学校関係者　　　１０名
　　生徒　　　　　　　７名
　　事務局(教職員)  １１名

変化の兆し(４割以上)

不十分(４割未満)

【現状】
生徒一人一人に対応した計画
的な進路指導ときめ細やかな
個別指導を行っている。

【課題】
自己実現に向けた進路意識の
向上及び多様な進路希望に対
応できる指導の充実

①評価アンケート（進路意識）の肯
定的な評価割合８０％以上

②評価アンケート（進路満足度）の
肯定的な評価割合の増加（前年度比
＋５％）

③進路研修会への参加者数の増加

【現状】
挨拶を大切にし、落ち着いた
生活を送れるよう丁寧な指導
を行っている。

【課題】
自ら冷静に考え適切な行動を
とるとともに、チャレンジ精
神を養い、何事にも一所懸命
取り組む主体性の育成

①評価アンケート（生徒指導に関す
る意識）の肯定的な評価割合の増加

②評価アンケート（生徒理解）の肯
定的な評価割合の増加

③達成状況の向上

①評価アンケート（学校行事・部活
動満足度）の肯定的な評価割合の増
加

②評価アンケート（部活動に関する
意識）の肯定的な評価割合の増加及
び部活動加入率や成果の向上

【現状】
学校説明会や部活動体験、Ｐ
ＴＡ活動をはじめとする地域
社会との交流を積極的に行っ
ている。

【課題】
様々な交流事業を通した本校
の魅力発信及びＰＴＡ・地域
社会との更なる連携

①更新回数やアクセス数の向上

②地域とのふれあい事業等の充実

③学校説明会、部活動体験等の参加
者数の増加

④ＰＴＡ活動参加者の増加及び学校
運営協議会（コミュニティスクー
ル）の意見反映

①進路実現への主体的な取組：
　　　　　　　　　　　　８６．５％（７８．６）

②進路指導の満足度：９３．４％（７７．６）

③保護者対象の大学見学会参加者数：３０人（２０）

①生徒指導の満足度：６２．４％（新規）
　交通マナーの向上：９３．２％（９３．３）
　自転車ヘルメット着用率：４．２％（新規）

②生徒理解（保護者）：８０．１％（７８．６）

③生徒会による約束事の遂行：９７．６％（新規）

①主な学校行事の満足度：９０．４％（９２．６）
　学校行事への主体的な取組：
　　　　　　　　　　　　９８．１％（９５．９）
　部活動の満足度：８７．１％（７２．３）

②部活動の加入率：８３．１％（８１．５）
　部活動による主体性の向上：９２．３％（新規）
　全国・関東大会出場のべ部数：運動７部、文化３部
（運動８部、文化２部）

①ＨＰのアクセス数：１２７．２万件（前年比＋５１．
７％）
　インスタグラムのアクセス数：２８．９万件（新規）

②事業への参加件数：１７件（１３）

③学校説明会等への参加人数：２，６０４名（前年度比
＋１０．１％）

④ＰＴＡ活動への参加率（今後の参加含む）：２７．
３％（新規）
・学校運営協議会委員による指導・助言を教職員間で共
有

【現状】
ＩＣＴを効果的・効率的に活
用した授業改善及び質の向上
に努めるとともに、基礎学力
の定着に向けて、丁寧な指導
を行っている。

【課題】
ベネッセと連携した学習関連
事業を有効活用した学びのサ
イクル構築及び様々な検定試
験への積極的な挑戦

①評価アンケート（授業満足度等）
の肯定的な評価割合の増加（昨年度
比＋５％）

②スタディサポートの学習到達度Ｃ
３（基礎・基本の定着レベル）以上
の割合の増加

③評価アンケート（学習状況）の肯
定的な評価割合の増加（昨年度比＋
５％）

④受験者数の増加

１　生徒の能力を最大限に引き出す授業を実践し、自主学習する習慣を確立させ、確かな学力の定着を図る。
２　組織的・計画的なキャリア教育を通して、生徒が主体的に一つ上を目指し進路を実現できる能力を培う。
３　生徒指導の充実と部活動等の活性化を図り、安全・安心な環境の下、高い規範意識と豊かな人間性を持った生徒を
　育成する。
４　保護者や地域と密接に連携し、地域に信頼される開かれた学校づくりをする。

年 度 評 価（１月２３日 現在 ）

評価項目の達成状況

①授業の満足度：８７．７％（８７．５）
　内容のわかりやすさ：８６．３％（８１．３）
　主体的な取組：９４．０％（８６．２）
・ＤＸハイスクール事業を継続し、データ等を活用した
研究や実習を行った。
・道徳教育研究推進モデル校を継続し、ＪＩＣＡとも連
携して行った。

②Ｃ３以上の割合：１年次５４．９％（４９．８）
　　　　　　　　　２年次３９．５％（４９．７）
③iPad等の活用：９５．６％（８６．９）

④３年次英検受検者数：１３人（新規）
・主な資格取得希望人数：英検４０人、漢検１０人、武
道・スポーツ関係１０人

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標

現状と課題 方策の評価指標


